
【接合部低減時の基礎仕様扱い】

１、既存部分の壁に関する基礎仕様については、Ⅲ：その他の基礎　で異論はないでしょう。

２、増築部の壁①に対する基礎仕様については、Ⅱ：無筋布基礎　で、これも異論はないでしょう。

３、増築部の壁②に対する基礎仕様については、Ⅲ：その他の基礎　とする。　これは増築壁の一方が既存柱（Ⅲの基礎）に

該当するので、低い方の仕様で評価しなければならないからである。

４、増築部の壁③に対する基礎仕様については、注意を要する。この壁の既存側（図では左側）には恐らく既存柱は無い筈

で、イ ：柱増設無し（半柱程度のものを土台・梁の側面に打ち付けた程度）、ロ ：柱増設有り（既存土台・梁を加工せず挿し

込み、釘・カスガイ程度の接合）、ハ ：柱増設有り（既存土台・梁を穴あけや切り欠き等の加工の上補強金物にて緊結）等

が考えられる。こんな場合には イ　ロ の場合は基礎仕様Ⅲを、ハ の場合は基礎仕様Ⅱを適用するのが妥当と思いま

す。 イ　ハ では力の伝達が期待出来ないからです。

５、既存部分の壁④に対する基礎仕様については、Ⅲ：その他の基礎　としましょう。これはローソク基礎（独立基礎）で玉石等

と同等扱いとすべきです。また島基礎（壁直下だけの短い布基礎）や半島基礎（布基礎の途中から直角に出た壁直下の

短い基礎）についても同様にⅢで扱います。これらの基礎では柱に生じる上下方向の荷重に対応できず、両方向又は一

方向の荷重に対して回転・浮上り・沈み込みの危険が大だからです。　
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　春はイイネ。木の芽・草花の葉・美しい花々、全ての事象に勢いを感じる。今年は珍しく３月の

雪が多かった。天変地異が起こらねば良いが……。

　さて、「新診断（一般診断）」の流れに沿った解説も一段落した所ですが、今まで出来なかった

ことと、新たに可能になった内容を見てみると、ずいぶんと中身が変わったことがわかります。

　今月号ではそんな点に着目して見てみます。
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（耐力）壁周囲の接合部や基礎の状態により、同じ強さの壁でも評価が異なる。という点について考えてみましょう。

古い建物の調査では往々にして、増築された家に遭遇する。　古い母屋は礎石構造で、増築した部分は（無筋）布基礎だっ

たりする。　このような場合、現行では低い方を採用するから、建物全体が「その他の基礎」として扱う訳ですが、新診断では壁

（周囲の接合状況）と基礎状態別に組み合わせて評価をすることが可能になるので、１枚１枚の壁を基礎と組合せたそれぞれ

の耐力を評価できる。　基礎仕様に関する分け方でこれを図解すれば下のようです。

【 古い母屋 】 【 増築部 】

基　礎　伏　図平　面　図

凡　例 □：既存基礎（玉石基礎で足固め無し）

＝：増築布基礎（無筋コンクリートでヒビ有り）

□：増築ローソク基礎（無筋コンクリート）

【 古い母屋 】 【 増築部 】
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